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● 5年後～10年後の競争環境
● 技術開発戦略
● 差異化技術と技術標準
● 知財環境の激変

● コア業務とアウトソーシング
● 求められるスキルの変化
● グローバル・オペレーション

● 5年から10年後を想定して育成
● 個々人のキャリプラン
● 研修プログラム

お話しすること： 5年後～10年後を想定
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特許は活用すべき「財産」である

特許は、単に取得するだけでなく、
特許という財産を活用し、製品化し、
企業の力を強くしていくことによっ
て初めて意味をなすものである。

〔盛田 昭夫、ソニー ファウンダー〕

→ 知的財産「権」から知的「財産」権へ
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グローバル知的財産パートナーズ ・ IP Value Serve
＜アウトソーシング＞



©2014 Sony Corp. 7

ビジネスを
理解し

新しい仕組み
を生み出す

多様性
の組織

OJT

伝統的知財業務はアウトソース？

1. 新卒採用 日本、中国、インド
2. 社内異動 研究所などから
3. 経験者採用 他社知財部門から




